
平成 19年 10 月 17 日 

各 位 

会社名 富士通コンポーネント株式会社 

代表者名 代表取締役社長 松村 信威 

（コード番号 6719 東証第 2部） 

問合せ先 常務取締役   望月 晴夫 

（TEL 03-5449-7000） 

 

当社の親会社 富士通株式会社 

代表者名 代表取締役社長 黒川 博昭 

（コード番号 6702 東証、大証、名証、各市場 1部）

 

業績予想の修正及び特別損失の発生に関するお知らせ 

 
平成 19 年 4月 26日に公表しました平成 20年 3月期（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31日）

の中間及び通期業績予想を、下記のとおり修正いたします。 
 

記 

 
 

1. 平成 20 年 3月期中間業績予想の修正（平成 19年 4月 1日～平成 19年 9月 30日） 
 
（1）連結業績予想                          （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 25,000 900 600 500 

今回修正予想（Ｂ） 25,213 909 783 905 

増減額（Ｂ－Ａ） 213 9 183 405 

増減率 0.9 1.0 30.5 81.0 

前期実績（平成 19年 3月期 中間） 25,055 1,122 711 635 

  
（2）単体業績予想                          （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 21,800 350 300 290 

今回修正予想（Ｂ） 21,319 330 390 △680 

増減額（Ｂ－Ａ） △481 △20 90 △970 

増減率 △2.2 △5.7 30.0 － 

前期実績（平成 19年 3月期 中間） 21,858 481 335 328 

  
 
2．平成 20年 3月期通期業績予想の修正（平成 19年 4月 1日～平成 20年 3月 31日） 
 
（1）連結業績予想                       （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 51,100 2,400 1,600 1,350 

今回修正予想（Ｂ） 51,100 2,400 1,800 1,750 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 0 200 400 

増減率 － － 12.5 29.6 

前期実績（平成 19年 3月期） 51,039 2,585 1,667 1,304 

  
 



（2）単体業績予想                       （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 44,100 1,150 1,050 1,030 

今回修正予想（Ｂ） 43,700 1,150 1,150 0 

増減額（Ｂ－Ａ） △450 0 100 △1,030 

増減率 △1.0 － 9.5 － 

前期実績（平成 19年 3月期） 44,079 1,369 1,098 968 

 
3．修正の理由 
（1）連結業績予想について 

 中間期の連結業績予想につきましては、情報ネットワーク機器向け、産業機器向け及び車載向
け需要が好順調に推移したことから、売上高は 25,213 百万円となる見込みであります。 
利益につきましては、売上高が計画とおり推移したことから、営業利益は 909 百万円、経常利

益は 783 百万円を予想しておりますが、下記、固定資産の減損損失 289 百万円、繰延税金資産 475
百万円（法人税等調整額）の計上により、当期純利益は 905 百万円と増益となる見込みでありま
す。 

①. 固定資産の減損 
製作中の固定資産のうち、将来、活用が見込めないものについて減損（289 百万円）いたしま

した。 
②. 繰延税金資産の計上 

子会社である株式会社しなの富士通について、平成 15年度より連続して利益を計上し、当期
より課税所得が発生する見込みとなりました。今後も利益計上が見込めることから、475 百万
円の繰延税金資産を計上することとしました。 

 
    法人税等調整額        475 百万円  
    固定資産の減損損失     △289 百万円  
      合  計         186 百万円  
 

 通期の連結業績予想につきましては、中間期業績予想を反映した業績予想に修正しております。 
 
（2）単体業績予想について 

中間期の単体業績予想につきましては、売上高が減少したことで、営業利益は 330 百万円と減
益となりますが、為替が円安傾向で推移したことで為替差益 75 百万円があり経常利益は 390 百
万円と増益を予想しておりますが、下記、特別損失の計上により、当期純損失は 680 百万円とな
る見込みであります。 
①.子会社株式会社高見澤電機製作所について、過年度及び上期に発生した損失により、同社株
式の実質価額が当社帳簿価額を著しく低下している状況には至っていないものの、ある程度低
下していることから投資損失引当金 839 百万円を計上することとしました。 
②.固定資産の減損により一時的に業績が悪化した子会社千曲通信工業株式会社について、投資
損失引当金 226 百万円を計上いたします。 
以上により、単体決算において 1,065 百万円の投資損失引当金を計上することとしました。 

 
通期の単体業績予想につきましては、中間期業績予想を反映した業績予想に修正しております。 

 

以 上 


